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令和５年５月 31日 

 

読谷村議会 

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

 大 城 友 誼  印 

    

一 般 質 問 通 告 書          
  

第 526 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１  読谷村の環境行政について 

（１）読谷村の可燃ごみの排出量について 

   ア 過去 10年間の排出量を伺う。 

   イ 過去 10年間の県内でのランキングを伺う。 

   ウ 過去 10年間の住民一人当たりの可燃ごみの排出量を伺う。 

   エ ウについて過去 10年間の県内ランキングを伺う 

 

（２）ごみ排出に伴う負担金について 

   ア 過去 10年間の負担金の額を伺う。 

    

（３）廃食油について 

   ア 過去 10年間の廃食油の回収量を伺う。 

 

（４）レジ袋の有料化について 

   ア 現金化された財源は何に使われているか伺う。 

   イ 法定外目的税として読谷村独自で有料化してはどうか伺う。 

 

（５）読谷村の海岸線の環境について。 

   ア 海岸線特に防風林帯への不法投棄の現状について伺う。 

 

 

２ 読谷村の下水道行政について 

（１）本村の整備率と県内ランキングを伺う。 

（２）未整備地域の流末の処理状況を伺う。 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

３ 読谷村の米軍機による航空機騒音について 

過去 10年間の騒音基準を超えた回数について伺う。 

 

 

４ PFOS、PFOAについて 

比謝川の PFOS、PFOAの測定値について伺う。 

 

 

５ 環境税について 

（１）創設の背景と目的について伺う。 

（２）徴収方法について伺う。 

（３）財源の使途について伺う。 

 

 

６ 質問１～４における本村の SDGsの取り組み状況について伺う 

 

 

７ 読谷飛行場の戦後処理問題について 

（１）戦後処理に向けて、村、農業生産法人、旧地主会と共に実施

計画に続く実行計画作成に向けて調査事業を導入することが

出来ないか伺う。 

（２）不法占拠者のその後の対応について伺う。 

 

 

 
 


